
はじめに

　林産試験場では今年も（社）北海道林産技術普及協

会と北海道木材青壮年団体連合会との共催で「北海道

こども木工作品コンクール」を開催しました。このコ

ンクールは，子供たちの木材や樹木への興味を育み，

木工技術の向上を図ることを目的に，木工工作個人の

部，団体の部，レリーフ作品の部の 3 部門において，

北海道内すべての小中学校に作品の応募を呼びかける

ものです。応募作品については，美術館や学校教育関

係者などによる審査委員会で，部門ごとに最優秀賞，

優秀賞，特別賞を選考し，最優秀賞には知事賞として

知事賞状を授与します。

　今年は全道の小中学校 23 校から 189 点の作品がよ

せられ，さる 9 月 8 日（火）に審査委員会により受賞

作品が選ばれました。これらの受賞作品を中心に今年

のコンクールについて部門ごとに紹介します。

　

木工工作個人の部

　木工作品個人の部には 12 校から 45 作品が寄せられ

ました。作品数は多くないながらも，素材の持ち味を

活かした造形的な作品から実用的な作品まで子供たち

の創意あふれる力作が集まりました。

　その中で最優秀賞には旭川市立永山西小学校 4 年の

伊藤世那さんによる「オリジナルハウス」が選出され

ました。木の枝や葉っぱ，松かさなどいろいろな材料

を使って，フクロウの遊ぶ木と木の家をセットにした

スケールの大きな作品です。『丁寧に作り込んであり

自然に目がい

く』『多 様 な

視点で材料を

選び活動意欲

が伝わる』『丹

誠込めたこだ

わ り を 感 じ

る』など審査

委員の高い評

価 を 得 ま し

た。

　優秀賞には細い小枝で丁寧に形作った点が評価され

た「コウノトリ」（旭川市立永山東小学校 6 年　菅原

春香さん）と，ミズナラ材で制作した「バターナイフ」

（名寄市立風連中学校 3 年　大塚神さん）が選ばれま

した。バターナイフは取っ手の握りがよく，道具とし

てすばらしいとの評価を得ました。

　特別賞には落花生の殻を鳥に見立てたかわいらしい

「しあわせの木」（中標津町立中標津東小学校 1 年　

田中日奈子さん）と皮付きの板を利用した「時計」（別

海町立別海中央小学校 4 年　佐野翔也さん），内側を

掃除できる作りなど巣箱として実用的な点が評価され

た「鳥の巣箱」（登別市立青葉小学校 2 年　奈良岡美

咲さん）の 3 点が選ばれました。ある審査委員による

と『この巣箱は必ず鳥が入る』とのことでした。

第17回北海道こども木工作品コンクールを終えて

企画指導部　普及課　髙山光子

　　　　「オリジナルハウス」
旭川市立永山西小学校　4年　伊藤世那

 「バターナイフ」
名寄市立風連中学校
　 3年　大塚神

　 「コウノトリ」
旭川市立永山東小学校
　 6年　菅原春香

    「しあわせの木」
中標津町立中標津東小学校
    1年　田中日奈子

      「時計」
別海町立別海中央小学校
    4年　佐野翔也
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木工工作団体の部

　団体の部には 4校から 4作品の応募がありました。

　最優秀賞には置戸町立勝山小学校 3～ 6 年生 11 人

による「むしむしうんどうかい」が選ばれました。木

の切り株に繰り広げられる虫たちの運動会の様子をダ

イナミックに表現した，ユーモアあふれる作品です。

　優秀賞に選ばれた当麻町立当麻中学校の美術部によ

る「集う～北の鳥たち～」も，一本の木に色とりどり

の鳥が集まっている様子を表現した，機械加工による

完成度の高いすばらしい作品で，最優秀賞候補として

最後まで審査員を悩ませました。

　また，動物や芝桜の風景の中で野球やサッカーをす

る様子を表現した「みんなの滝上町」（滝上町濁川小

学校 5，6 年）と枝やカンナくずなどいろいろな形状

の木材で馬や羊，世話をする人など牧場の様子を表現

した「木畑 ( もくばたけな ) 牧場」（留萌市立港南中

学校　美術部）が特別賞を受賞しました。

レリーフ作品の部

　レリーフ作品の部は林産試験場で開発した「アート

彫刻板」を使って作品を作成してもらいます。この彫

刻板は，赤色の顔料を加えた接着剤で数枚の単板を貼

り合わせた合板で，彫り方によって赤い接着層が様々

な表情となって現れます。

　この部門には7校から140作品の応募がありました。

　最優秀賞には登別市立幌別中学校 3 年，鶴田亜紀さ

んの「チーター」が選ばれました。何層にもなった彫

刻板の特長を生かしてダイナミックに表現した作品で

す。

   「鳥の巣箱」
登別市立青葉小学校
 2年　奈良岡美咲

「むしむしうんどうかい」
   置戸町立勝山小学校
      3・4・5・6年
  大槻凌平，藤井沙織，
  柏原雄大，飛田智流，
  藤井亨人，藤江小春，
  大槻楓麿，堺日花里，
  藤井雅人，山本渓秋，
  柏原大樹

「集う～北の鳥たち～」
  当麻町立当麻中学校
　    1・2・3年
 片山はるひ，石山優希，
 小岩芽実，鈴木智佳，
 内藤瑠依，南間美苑，
 上山孝佑，木村大志，
 大西沙也香，森脇早織，
 對馬彩華

　   「みんなの滝上町」
  滝上町立濁川小学校　5・6年
籠尾善大，谷内紳作，平本泰樹，
渡邊悠斗，石橋一貴，平本春乃，
保科遥香，井上富仁，奥田菜菜美

        「木畑牧場」
留萌市立港南中学校　1・2・3年
祐川結依，河端拓也，安田直矢，
菊池晴香，宮崎綾子
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　優秀賞には小樽市若竹小学校 5 年の澤田快斗さんの

「鳥」と今金町立今金中学校 2年，天沼凌斗さんの「花

火」が選ばれました。どちらもアート彫刻板全体を活

かした作品で，生き生きとした表現や構図の大胆さな

どが評価されました。

　特別賞には「真夏のひまわり」（小樽市立若竹小学

校 6 年　金子茜さん），「この葉」（釧路市立阿寒湖小

学校 6 年　松岡丈郎さん），「親子のキズナ」（登別市

立幌別中学校 3 年　松田実咲さん），「レリーフ」（伊

達市立伊達中学校 3 年　吉田剛大さん），「古代の王

者」（厚沢部町立鶉中学校 1 年　中村一郎さん）が選

ばれました。これらの作品は，しっかりと彫り込むこ

とでアート彫刻板の層の効果を活かしている点や構図

に動きがあり生命感を感じる点などが評価されまし

た。アート彫刻板による作品は，深くまで彫り込むほ

ど，層による効果で立体感が生まれ表現の幅が広がり

ます。応募作品の中には残念ながら特長を生かし切れ

ていないものも見られました。次回の作品募集時には

アート彫刻板の特長を十分伝えていくようにしたいと

考えています。

コンクールを終えて

　今年のコンクールは，初参加の学校や中学校の美術

部からの応募もあり，これまで以上に幅広い児童，生

徒さんからの作品が集まりました。今後はさらに多く

の学校に参加してもらい，より内容の豊かなコンクー

ルとなるよう募集方法などを再度検討していきたいと

考えています。審査員の講評の中で『創作を楽しんだ

ことが想像される』『楽しんで取り組んでいる様子が

目に浮かぶ』などの言葉が聞かれたように，このコン

クールをとおして，想像する楽しさ，一人ひとりの発

想を自分の手で作品に仕上げていくおもしろさをより

多くの子供たちに経験してもらうとともに，普段触れ

る機会の少ない木材に触れ，木や自然とのつながりを

感じることができる機会となるよう取り組みを続けて

いきたいと考えています。

   「チーター」
登別市立幌別中学校
  3年　鶴田亜紀

      「鳥」
小樽市立若竹小学校
  5年　澤田快斗

     「花火」
今金町立今金中学校
  2年　天沼凌斗

「真夏のひまわり」
小樽市立若竹小学校
　 6年　金子茜

    「この葉」
釧路市立阿寒湖小学校
   6年　松岡丈郎

 「親子のキズナ」
登別市立幌別中学校
  3年　松田実咲

   「レリーフ」
伊達市立伊達中学校
  3年　吉田剛大

  「古代の王者」
厚沢部町立鶉中学校
  1年　中村一郎
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